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総合管理計画の見直しが本格化
建築保全センター　保全技術研究所　第一研究部長　　彌吉　元毅氏

保全技術研究会研究発表　　公共建築マネジメントの状況調査報告

■総合管理計画の見直し状況と課題
■施設保全データベースの導入状況と支援について
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　自治体ストック調査として始
まった本調査は今年度で回目
となります。調査結果は、「総
合管理計画や個別施設計画等の
見直し」「更新・統廃合・長寿
命化」「財政負担の軽減・平準
化」の取り組みの参考とすべく、

ご協力いただいた自治体へフィードバックさせていた
だいています。質問項目は①全庁的な「マネジメント
担当組織」の状況、②建築・設備に関する「専門職員」
の充足状況、③「公共施設等総合管理計画」の見直し
状況、④「個別施設計画」の策定状況、⑤「民間活力」

の導入状況、⑥「必要な支援」、⑦「施設保全データ
ベース」の状況、⑧「固定資産台帳」の活用状況の８
項目で６９月に実施しました。調査票を送付した町
村以外のの自治体のうち、約半数の自治体から
回答を得ました。

　ことし１月に発出された総務省文書により年度
内の対応が求められている総合管理計画の見直しにつ
いて、全体の％が今年度中に見直すとしており同計
画の見直しが本格化しつつありますが、一方で見直す
予定はないとする自治体も一定数見られました。

　計画の見直しが遅れている理由および見直ししない
理由に関する自由記述回答によると「個別施設計画に
ついて策定が遅れているまたは不十分」とした回答が
多数寄せられ、総合管理計画の見直しの前提となる個
別施設計画の策定状況が必ずしも万全ではない状況が
見受けられました。また「新型コロナウイルス感染症
の影響で財政状況や人口動態に変化が生じており、長
期的な視点から計画を策定するタイミングとしては不
適」「短い期間での見直しは十分な検証ができず、労
力に見合う実効性の担保が困難」といった回答が見ら
れ、計画の見直しにおける課題が浮かび上がりました。

　担当職員の異動が定期的に行われる中で、継続的か
つ効率的・効果的な施設マネジメントの実施に当たっ
ては、施設保全データベースの導入が不可欠と考えら
れますが、「導入する予定はない」と回答した自治体

が全体で％あり、人口万人以下の市に限ってみる
と％ありました。
　こうした中で、施設保全データベースの１つである
ＢＩＭＭＳは、施設マネジメントの経験とノウハウを
有する自治体職員などを委員とする委員会での検討・
審議を経て開発したいわば「自治体の」「自治体によ
る」「自治体のための」施設保全データベースといえ
ます。「低廉な費用でＰＣとインターネット環境があ
れば導入可能」「中長期保全計画の策定および今後必
要となる修繕や更新コストの概算シミュレーションが
可能」「施設管理費やエネルギー使用データの記録と
総合分析による維持管理費の最適化や省エネルギーの
推進が可能」「共同利用による蓄積情報を基にしたベ
ンチマーク分析が可能」といった特長を備えており、
建築保全センターでは初期講習やオリエンテーション
などを行うなど、その導入について強力にサポートし
ています。
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全
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﹂
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﹁
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し
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﹂
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﹂
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授
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彦
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建
築
生
産
活
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に
携
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役
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と
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建
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産
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携
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建
築
の
生
産
活
動
の
基
本
は

設
計
と
施

工
で
す

太
古
の
昔
を
考
え
る
と

多
く
は

自
分
で
家
を
つ
く

て
い
ま
し
た

自
分
で

行
う
と
き
に
は
ま
ず
は
構
想
を
練

て
そ

れ
か
ら
現
実
に
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
し
た


ご
く
基
本
的
な
構
想
プ
ラ
ス
実
施
と
い
う
形

の
設
計
と
施
工

こ
れ
が
建
築
の
生
産
活
動

の
基
本
中
の
基
本
で
す


　
と
こ
ろ
が

す
べ
て
自
分
で
行

て
い
た

時
代
か
ら

他
人
に
依
頼
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た

例
え
ば

江
戸
時
代
に
は
棟
梁
に

設
計
と
施
工
を
一
括
し
て
ま
か
せ
て
い
ま
し

た
現
代
に
近
づ
く
と
設
計
と
施
工
が
分
業

化
さ
れ
て
き
ま
し
た
そ
し
て
再
び
現
在


設
計
と
施
工
を
一
体
化
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
疑
問
や
課
題
が
出
て
い
る
状
況
で
す


　
わ
が
国
の
建
築
生
産
活
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え
る
法
制
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想
定
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る
役
割
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工
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あ

る
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間
違
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あ
り
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れ
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外
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事
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建
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ほ
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中
間
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査
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完
了
検
査
と
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た
検
査
も
法
制
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お
い
て
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定
さ
れ
て
い
ま
す
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さ
れ
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あ
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あ
る
業
務
と
な
い
業

務
で
は

取
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︵
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︶
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す


　
設
計
に
携
わ
る
者
は

意
外
と
難
し
く
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
設
計
業
務
を
受
け
る
者


つ
ま
り
受
託
者
で
す

こ
の
者
が
設
計
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
よ

て

設
計
業
務
が
始
ま

り
ま
す

多
く
は
ま
ず
契
約
あ
り
き
で
す


こ
の
立
場
は

個
人
の
場
合
と
法
人
の
場
合

が
あ
り
ま
す
が

多
く
は
法
人
で
す

実
際

に
設
計
す
る
の
は
設
計
業
務
を
受
け
た
会
社

の
従
業
員
で
あ
る
特
定
の
人
で
す

こ
れ
が

設
計
者

実
際
の
設
計
の
責
任
者
で
す


　
や

か
い
な
の
は

設
計
業
務
受
託
者
と

設
計
者
と
い
う
立
場
で
す

契
約
の
当
事
者

と
し
て
の
設
計
業
務
受
託
者
は

個
人
の
場

合
も
法
人
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が

い
ず
れ

も
建
築
士
法
上
の
建
築
士
事
務
所
登
録
と
い

う
縛
り
が
あ
り
ま
す

一
方

設
計
者
は
あ

く
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で
個
人
で
あ
り

建
築
士
と
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う
縛
り

が
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に
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計
業
務
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者
か

ら
協
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を
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て

お
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す
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所
も
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が
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に
携
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と
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も
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に
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と
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う
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だ
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で
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じ
る
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確
な
議
論
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん


　
依
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さ
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﹁
設
計
﹂
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作
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か

ま
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建
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し
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の
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計
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目
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建
築
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す
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設
計
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建
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の
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計
と
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任
に
お
い
て
設
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す
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と
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計
と
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触
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３
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わ
た
し
の
提
唱
す
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約
的
意
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計
で
す
が

﹁
建
築
主
の
要
求
等
に
基
づ
い

て
合
理
的
に
設
計
条
件
を
設
定
し

当
該
設

計
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に
基
づ
い
て

合
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的
に
設
計
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出
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そ
れ
を
図
書
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﹂

つ
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り
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こ
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う
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に

頼
む

受
託
者
の
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う
作
業
を
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こ
と
を
引
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受
け
て
い
る

こ
れ
が
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約
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あ
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と
理
解
し
て
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い
と
思
い
ま

す


　
３
つ
の
意
味
が
あ
る
の
で
す
が

少
し
混

乱
し
て
い
ま
す

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
は

建
築
学
的
意
味
の
設
計
と
い
う

の
が

か
な
り
色
濃
く
出
て
い
ま
す

し
か

し

契
約
に
基
づ
い
て
行
う
場
合
に
は

契

約
的
な
意
味
を
把
握
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で

設
計
の
意
味
が
違

た
ま
ま
で
は
議
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の
ず
れ
が
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じ
ま
す


　
契
約
的
意
味
の
設
計
は
い
つ
完
了
す
る
の

か

こ
れ
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す

設

計
図
書
を
提
出
し
て
Ｏ
Ｋ
を
も
ら
う
と
終
了

で
す

つ
ま
り
現
場
が
開
始
す
る
前
に
終
わ


て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

な
ぜ
か
と

い
う
と

施
工
者
が
設
計
図
書
を
基
に
見
積

も
り
を
し
て

工
事
金
額
を
決
め
て
く
る
か

ら
で
す

に
も
か
か
わ
ら
ず

工
事
開
始
後

に
も
設
計
を
続
け
る
と

工
事
の
完
了
時
に

価
格
の
増
減
が
生
じ
ま
す

そ
れ
に
対
す
る

手
当
て
を
し
て
い
れ
ば
良
い
の
で
す
が

通

常
は
し
て
い
ま
せ
ん

そ
こ
で
増
減
を
め
ぐ


て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん

原
則
論
で
す
が

契
約
的
意
味
の
設

計
か
ら
す
る
と

設
計
図
書
を
提
出
し
た
と

き
に
終
わ
る
と
考
え
る
べ
き
で
す


　
工
事
中
の
﹁
意
図
伝
達
行
為
﹂
が
設
計
行

為
か
ど
う
か
は

契
約
的
意
味
の
設
計
行
為

と
い
え
る
か
ど
う
か
で
す

意
図
伝
達
行
為

を
い
ろ
い
ろ
解
釈
し
て
広
げ
て
は
い
け
な
い

と
わ
た
し
は
思

て
い
ま
す

施
工
者
が
登

場
し
請
負
代
金
が
確
定
し
て
い
る
中
で

意

図
伝
達
業
務
と
称
し
て

い
わ
ば
後
出
し
じ


ん
け
ん
的
に
条
件
変
更
し
内
容
を
追
加

し

代
金
が
増
え
る
こ
と
は
Ｎ
Ｇ
で
す

な

ぜ
駄
目
か
と
い
う
と

し
わ
寄
せ
が
建
築
主

に
く
る
か
ら
で
す

最
終
的
に
建
築
主
が
金

額
を
払
う
と
言
え
ば
良
い
の
で
す
が

多
く

の
場
合

建
築
主
は
払
わ
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
し

建
築
主
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
す

あ
く
ま
で
も
設
計
図
書

か
ら
客
観
的
に
読
み
取
れ
る
内
容
を
少
し
補

足
す
る
程
度
に
す
べ
き
で
す


　
施
工
に
携
わ
る
者
と
は

発
注
者
︵
建
築

主
︶
と
工
事
の
契
約
を
す
る
者
で

一
般
的

に
元
請
け
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す

し
か

し

実
際
の
工
事
で
は

重
層
下
請
け
と
い

う
構
造
が
あ
り
ま
す

施
工
者
は
発
注
者
か

ら
依
頼
さ
れ
て
施
工
を
行
い
ま
す

施
工
者

が

何
を
依
頼
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は


民
法
第
６
３
２
条
の
請
負
契
約
が
適
用
さ
れ

ま
す

﹁
請
負
は

当
事
者
の
一
方
が
あ
る

仕
事
を
完
成
す
る
こ
と
を
約
し

相
手
方
が

そ
の
仕
事
の
結
果
に
対
し
て
そ
の
報
酬
を
支

払
う
こ
と
を
約
す
る
こ
と
に
よ

て

そ
の

効
力
を
生
ず
る
﹂こ
れ
が
請
負
契
約
で
す


請
負
は
結
果
を
約
束
す
る
こ
と
で

世
の
中

で
は
工
事
が
典
型
例
と
言
わ
れ
て
い
ま
す


ど
う
い
う
仕
事
を
完
成
す
る
の
か
が
一
番
重

要
な
こ
と
で
す
が

設
計
図
書
記
載
の
建
物

を
つ
く
る
こ
と
が
基
本
で
す

つ
く
り
方
は

施
工
者
の
自
由
で
す


　
設
計︵
基
本
・
実
施
︶・
施
工
一
括
発
注
に


何
の
問
題
が
あ
る
か
は
ぜ
ひ
押
さ
え
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
す

契
約
自
由
の

原
則
か
ら
い
え
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が

建

設
業
法
的
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す


建
設
業
法
で
は

契
約
書
に
記
載
す
べ
き
内

容
と
し
て
工
事
代
金
額
を
定
め
て
い
ま
す

が

こ
れ
は
つ
く
る
建
物
の
内
容
が
確
定
し

て
い
る
こ
と
が
前
提
だ
と
思
い
ま
す

し
た

が

て

も
し
基
本
設
計
も
で
き
て
い
な
い

段
階

つ
ま
り
つ
く
る
建
物
の
内
容
が
ま


た
く
確
定
し
て
い
な
い
状
態
で

工
事
の
完

成
を
約
束
し
て
代
金
を
決
め
る
と
い
う
契
約

が

基
本
設
計
段
階
と
実
施
設
計
段
階
を
ま


た
く
意
識
す
る
こ
と
な
く

交
わ
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す


　
一
方

設
計
︵
実
施
︶
・
施
工
一
括
発
注

に
つ
い
て
は

問
題
は
な
い
と
思

て
い
ま

す

す
で
に
基
本
設
計
が
存
在
す
る
か
ら
で

す

基
本
設
計
は
発
注
者
の
要
求
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
図
面
で
あ
り

発
注
者
に
示
す
図

面
で
す

実
施
設
計
は
そ
れ
に
基
づ
い
て


実
際
に
必
要
な
施
工
者
向
け
の
情
報
を
盛
り

込
ん
だ
も
の
で
す


　
基
本
設
計
が
で
き
れ
ば

発
注
者
が
何
を

要
求
し
て
い
る
か
は

だ
い
た
い
分
か
り
ま

す

そ
れ
を
実
施
設
計
し
て
施
工
も
自
分
で

行
う
と
い
う
者
が
い
れ
ば

実
施
設
計
の
内

容
は
読
め
る
し

施
工
の
金
額
も
算
出
で
き

る
は
ず
で
す

合
理
的
な
金
額
を
自
分
で
算

出
で
き
る
だ
け
の
情
報
量
は
あ
る
と
思
え
ま

す
し
た
が

て
こ
の
発
注
方
式
は
そ
ん
な

に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す


た
だ

基
本
設
計
に
盛
り
込
ま
れ
る
情
報
の

量
が
少
な
い
と
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す


　
設
計
事
務
所
と
施
工
会
社
が
Ｊ
Ｖ
を
組
ん

で

設
計
・
施
工
一
括
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が

最
近
は
や

て
い
る
よ
う
で
す
が


こ
れ
は
注
意
が
必
要
で
す

Ｊ
Ｖ
は
民
法
上

の
組
合
契
約
の
こ
と
で
す

設
計
事
務
所
と

施
工
会
社
が
無
条
件
に
一
緒
に
設
計
と
工
事

を
行
う
と
い
う
契
約
内
容
だ
と

設
計
事
務

所
が
施
工
も
一
緒
に
行
う
と
い
う
意
味
に
も

な
り

逆
に
施
工
会
社
が
設
計
も
行
う
意
味

に
も
な
り
ま
す
が

そ
う
だ
と
す
る
と
こ
れ

は
建
築
士
法

建
設
業
法
に
抵
触
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す

い
わ
ゆ
る
コ
ン
ソ

シ
ア

ム
方
式
で
行

て
い
る
は
ず
で
す
の
で

設

計
は
設
計
事
務
所

施
工
は
施
工
会
社
で


お
互
い
に
担
当
す
る
業
務
は
別
々
で
あ
る
こ

と
を
契
約
書
に
明
示
す
べ
き
と
思
い
ま
す


　
工
事
監
理
と
は

建
築
士
法
第
２
条
第
８

項
で
﹁
そ
の
者
の
責
任
に
お
い
て

工
事
を

設
計
図
書
と
照
合
し

そ
れ
が
設
計
図
書
の

と
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
を

確
認
す
る
こ
と
を
い
う
﹂
と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す


　
工
事
監
理
以
外
に
契
約
で
プ
ラ
ス
ア
ル
フ


す
る
業
務
は
す
べ
て
監
理
業
務
と
呼
ん
で

区
分
け
し
た
方
が
良
い
と
思

て
い
ま
す


監
理
と
工
事
監
理
の
違
い
は

詳
し
く
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が

単
純
化
し
て
言
え
ば

設
計
図
書
ど
お
り
か
ど
う
か
の
確
認
以
外
の

業
務
は
す
べ
て
監
理
業
務
と
考
え
て
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん

そ
し
て

そ
の
内
容
は

す
べ
て
契
約
で
決
め
れ
ば
良
い
の
で
す


　
Ｃ
Ｍ
業
務
受
託
者
は
発
注
者︵
建
築
主
︶

か
ら
依
頼
さ
れ
て
Ｃ
Ｍ
業
務
を
行
い
ま
す


Ｃ
Ｍ
業
務
受
託
者
が

設
計
内
容
を
チ



ク
す
る
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は

契
約
内
容
に
よ
り
ま
す

し
か
し

多

く
の
場
合
チ


ク
す
る
契
約
は
し
て
い
ま

せ
ん

設
計
内
容
を
す
べ
て
チ


ク
す
る

の
は

も
の
す
ご
い
労
力
で
す
し

そ
こ
ま

で
行
う
必
要
性
は
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
ま

す


　
Ｃ
Ｍ
業
務
受
託
者
は
工
事
が
設
計
図
書
ど

お
り
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
義
務
が

あ
る
か
に
つ
い
て
は

契
約
内
容
に
よ
り
ま

す
が

こ
う
い
う
業
務
を
頼
ん
で
い
る
方
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
い
ま
す

工
事
監
理

者
が
い
る
た
め

屋
上
屋
を
架
す
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す


　
Ｃ
Ｍ
業
務
受
託
者
の
役
割
は

発
注
者
の

要
求
条
件
の
整
理

要
求
条
件
作
成
へ
の
助

言
が
中
心
に
な

て
い
ま
す
が

そ
の
他


多
様
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す

建
設
工
事
に
際

し
て

発
注
者
が
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
す

べ
て
を
引
き
受
け
る
形
に
少
し
ず
つ
多
様
化

し
て
い
ま
す

そ
し
て

そ
の
重
要
性
は
近

年
ま
す
ま
す
増
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す


　
建
築
確
認
・
検
査
は

誰
か
ら
頼
ま
れ
て

業
務
を
行
う
の
で
し

う
か

そ
れ
は

い

わ
ゆ
る
発
注
者
︵
建
築
主
︶
か
ら
で
す

携

わ
る
者
の
役
割
は

建
築
基
準
関
係
規
定
へ

の
適
合
確
認
で
す

つ
ま
り
そ
の
設
計
が
依

頼
者
の
要
求
に
合

て
い
る
か
ど
う
か
は
直

接
関
係
あ
り
ま
せ
ん


　
建
物
の
完
成
・
引
き
渡
し
後
に

建
築
確

認
・
検
査
機
関
が
設
計
図
書
上
の
法
令
不
適

合
を
見
逃
し
て
確
認
済
証
を
交
付
し
た
こ
と

が
発
覚
し
た
と
き

設
計
者
と
建
築
確
認
・

検
査
機
関
ど
ち
ら
の
責
任
に
な
る
か
に
つ
い

て
は

非
常
に
難
し
い
問
題
で
す

最
高
裁

判
所
の
判
例
を
見
る
と

﹁
建
築
士
が
設
計

し
た
計
画
に
基
づ
い
て
建
築
さ
れ
る
建
築
物

の
安
全
性
が
第
一
次
的
に
は


建
築
士
法

上
の
規
律
に
従

た
建
築
士
の
業
務
の
遂
行

に
よ

て
確
保
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
﹂

と
あ
り
ま
す

つ
ま
り

第
一
次
的
な
責
任

は
設
計
者
に
あ
る
と
言

て
い
ま
す

し
た

が

て

設
計
者
が
建
築
確
認
・
検
査
機
関

の
Ｏ
Ｋ
を
も
ら

た
か
ら
大
丈
夫
だ
と
判
断

す
る
の
は
誤
り
で
す

自
分
の
責
任
で
判
断

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

設
計
者
は
そ
れ

ほ
ど

重
い
責
任
を
負

て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す


　
発
注
者
︵
建
築
主
︶
は

建
築
自
由
の
原

則
か
ら

建
築
物
の
内
容

品
質

つ
く
り

方

発
注
方
法
な
ど
を
自
由
に
選
択
で
き
ま

す


　
発
注
者
が
内
容

方
式
な
ど
を
決
め
る
と

き
の
基
準
に
つ
い
て

わ
た
し
な
り
に
整
理

し
ま
し
た

民
間
建
築
は

多
く
の
場
合


基
本
的
に
は
発
注
者
の
利
益
に
か
な
う
か
ど

う
か
で
す

公
共
建
築
の
場
合
は

非
常
に

難
し
い

誰
が
お
金
を
出
し
て
い
る
か
と
い

え
ば

国
民
で
す

国
民
の
利
益
に
か
な
う

よ
う
に
発
注
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
れ

が
基
本
に
な
り
ま
す
民
間
は
私
的
な
利
益


公
共
は
公
的
な
利
益
が
基
準
に
な
り

民
間

建
築
と
公
共
建
築
で
は

圧
倒
的
な
違
い
が

あ
る
と
思
い
ま
す


　
国
民
の
利
益
と
は

具
体
的
に
は
国
民
の

利
益
に
か
な
う
と
い
う
目
的
に
応
じ
た
品

質

価
格
の
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
で
す

つ
ま
り

目
的
と
品
質

価
格
の

バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
す

そ
れ
か
ら

公
共

の
場
合
の
特
徴
と
し
て
﹁
万
が
一
の
備
え
﹂

と
わ
た
し
は
表
現
し
て
い
ま
す

公
共
な
ら

で
は
の
存
在
意
義
で
す

も
う
ひ
と
つ
の
重

要
性
は

建
築
生
産
全
体
の
合
理
化
を
図
れ

る
の
は
公
共
建
築
し
か
な
い
こ
と
で
す


　
発
注
に
建
築
の
技
術
的
能
力
は
必
要
か
と

い
う
テ

マ
に
つ
い
て
は

必
要
だ
と
思


て
い
ま
す

要
求
条
件
を
ま
と
め
る
の
は


す
ご
く
大
変
な
こ
と
で
す

技
術
的
能
力
は

ど
う
し
て
も
必
要
で
す

残
念
な
が
ら
技
術

的
能
力
が
な
い
場
合
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か


こ
れ
は
Ｃ
Ｍ
を
活
用
す
べ
き
で
す

こ
れ
が

Ｃ
Ｍ
の
存
在
意
義
に
つ
な
が

て
い
る
と
思


て
い
ま
す


　
発
注
者
の
役
割
は

特
に
公
共
建
築
の
場

合

全
国
民
の
利
益
に
資
す
る
建
築
物
を
提

供
す
る
こ
と
に
尽
き
ま
す

Ｃ
Ｍ
の
存
在
意

義
が
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

発
注
者

の
役
割
が
非
常
に
重
要
度
を
増
し
て
い
る
と

い
う
意
味
だ
と
理
解
で
き
る
と
思

て
い
ま

す


　
発
注
者
は
建
築
の
存
在
意
義
も
含
め
て


建
築
行
為
の
す
べ
て
に
つ
い
て
権
限
を
持


て
い
ま
す

し
た
が

て

公
共
の
場
合


発
注
者
の
行
う
こ
と

姿
勢
が
今
後
の
日
本

の
建
築
界
の
行
為
に
影
響
を
与
え
る
と
い


て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん

公
共
で
成
功

し
た
事
例
が
あ
れ
ば

民
間
が
安
心
し
て
採

用
で
き
ま
す

公
共
建
築
に
は
先
導
的
な
役

割
が
あ
る
と
思

て
い
ま
す

そ
れ
を
理
解

し
て
も
ら
う
努
力
も
必
要
で
す

国
民
に
知


て
も
ら
う
こ
と
が
最
後
の
課
題
で
す

そ

の
た
め
の
努
力
が
必
要
と
最
後
に
申
し
上
げ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す


　記念講演
会では、弁
護士で東洋
大学法学部
教授の大森
文彦先生に
「建築生産

活動に携わる者の役割と責任」と
のテーマで講演をいただきます。
先生は１級建築士として建築実務
を経験されたのちに、弁護士の資
格を取得されたあまり例のないご
経歴の持ち主です。建築実務と法

制度の両方の専門の立場から、ど
ちらかというとアバウトな慣行の
中で行われ、とかくトラブルも多
い建築生産活動について、法律の
観点から整理して、その近代化を
進めるという上でパイオニア的な
役割を果たしてこられました。
　本日は最近の動向も踏まえて、
建築生産活動に携わる者の役割と
責任についてお話をいただきます
ので、すべての建築関係者の皆さ
まのご参考にしていただけるもの
と期待しております。


